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小

出

良

作

貧

杢
―
吾

一一）
ア

い
ざ
”

幕
末
の
孝
子
、
学
者
”
文
久
元
年
十

一
月
赤
須

村

（現
駒
ケ
根
市
）
下
平
に
彦
重
郎
の
子
と
し
て

生
れ
た
。
動
名
三
郎
を
後
に
彦
二
郎
と
改
め
、
通

称
義
憤
又
は
務
黄
と
称
し
た
。
六
歳
の
時
痘
症

を
患
つ
て
明
を
失
っ
た
が
父
は
厚
紙
を
切
り
字
形

を
造
っ
て
教
え
た
。
長
じ
て
近
隣
の
医
師
某
に
就

い
て
学
び
い
ま
た
遊
歴
し
て
来
た
儒
者
を
招
い

て
教
え
を
受
け
て
学
業
大
い
に
進
み
、
京
に
出
て

三
ケ
年
修
学
し
て
帰
郷
し
た
。
性
頴
悟
寡
言
で
強

・記
、
京
都
で
城
谷
中
書
・
貫
石
海
屋
に
師
事
し
、

名
古
屋
藩
督
学
塚
阻
多
門
に
就
い
て
修
学
し
た
。

極
め
て
強
記
で
仁
義
の
学
に
達
し
、
算
数
に
通
ゥ

て
、
官
の
諮
間
に
応
じ
直
ち
に
之
を
解
明
し
た
。

痘
患
の
時
彼
の
親
が
神
に
祈
つ
た
０
で
命
を
得
た

と
聞
い
て
、
憔
ら
伊
勢
大
廟
に
詣
ず
る
こ
と
二
十

三
日
に
及
ん
だ
。
父
の
政
す
る
や
感
を
墓
側
に
結

び
、
三
年
の
喪
に
服
し
よ
う
と
し
た
が
、
母
が
彼

の
健
康
を
害
う
こ
と
を
憂
い
、
早
く
家
に
帰
る
よ

う
に
と
諌
め
た
の
で
二
十
余
日
で
家
に
帰
つ
た
。

繭
来
日
毎
〓
回
梓
を
着
け
て
墓
参
を
三
ケ
年
続
け

風
雨
の
日
も
止
め
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
孝
行

を
極
め
た
こ
と
■
城
谷
中
書
の
弔
鮮
に
も
明
か
で

あ
る
。
幕
府
は
こ
れ
を
賞
し
て
御
紋
付
袢

一
領
を

下
賜
し
た
。
明
治
十
七
年
入
月
八
十
二
歳
で
歿
ｔ

た
。弘

　
　
　
阿

（
一克
ニー
一曇
じ
　
こ
う
あ

Ｉ
戸
時
代
の
僧
侶
、
歌
人
。
．寛
政
四
年
下
殿
島

対

（現
伊
那
市
）
に
小
笠
原
作
蔵
の
長
子
と
し
て

生
れ
た
。
文
化
五
年
八
月
東
都
檀
林
霊
巌
寺
に
修

業
し
、
業
成
つ
て
、
文
政
四
年
安
楽
寺
第
十
六

世
を
継
い
だ
。
文
化
六
年
二
月
赤
須
，
上
穂
両
町

（現
駒
ケ
根
市
）
が
全
焼
し
た
時
安
楽
寺
も
焼
失

し
、
文
化
八
年
本
堂
の
再
建
に
取
り
か
か
っ
た
。

弘
阿
は
鋭
意
檀
信
徒
を
勧
化
し
、
伽
藍
の
再
建
に

尽
痺
し
出
に
倍
す
る
中
興
の
偉
業
を
成
し
た
。
文

政
五
年

（
ズ
垂
）
増
上
寺
大
僧
正
の
副
輪
を
得
て

参
内
し
て
、
仁
孝

‐
天
皇
の
天
顔
を
拝
し
、
法
橋
上

人
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
そ
の
綸
旨
と
奉
書
は
現
在
寺

に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
弘
化
三
年

（
天
異
）
に
は

孝
明
天
皇
に
も
拝
構
を
賜
つ
た
。
文
久
三
年
職
を

退
き
別
房
に
入
つ
た
が
、
慶
応
元
年
当
寺
十
七
世

法
順
が
病
に
か
か
つ
た
た
め
再
び
職
に
復
し
た
。

明
治
二
年
老
衰
の
た
め
辞
職
し
た
が
法
弟
子
二
十

余
人
に
及
ん
だ
。
歌
を
好
み
、
加
茂
季
鷹
の
間
に

入
り
、
小
町
谷
苦
憲

（別
■
）
、
福
沢
憲
治

（別

項
）
等
と
交
わ
つ
た
。
明
治
五
年
八
月
八
十
一
歳

で
氷ヽ
眼
し
た
。

ｏ
集
め
て
も
見
る
べ
き
も
の
を
お
こ
た
り
の
ま
ど

に
夜
な
夜
な
と
ぶ
螢
か
な

庭
花

ｏ
こ
の
Ｌ
ろ
は
松
の
槍
も
う
づ
も
れ
て
花
よ
り
し

ら
む
軒
の
あ
け
ぼ
の

（霞
水
翁
春
山
上
人
五
十
年
御
遠
忌
追
悼
五
十

首
組
和
歌
）
　
　
．

光
　
　
　
岸

（
一奎
八―
〓
一じ
　
こ
う
が
ん

江
戸
時
代
の
僧
侶
“
基
蓮
社
到
誉
光
岸
比
丘
と

い
い
、
上
片
桐
の
浄
土
宗
清
泰
寺
中
興
の
祖
で
あ

り
念
仏
開
山
上
人
ど
讃
え
ら
れ
た
。
現
在
同
寺
に

安
置
す
る
大
徳
寺
明
了
本
尊

・
阿
弥
陀
如
来

。
須

弥
壇
等
は
こ
の
時
代
の
も
の
で
宝
永
四
年
全
ｇ
↓

七
月
十
二
日
大
工
欄
七
兵
衛
の
作
で
あ
る
。
一同
地

の
亀
屋
所
蔵
の
文
書
に
よ
る
と

「元
禄
二
巳
年
清
泰
寺
常
念
仏
初
ま
る
　
・到
誉

光
岸
代
　
光
岸
は
飯
田
出
生
．
藤
氏
　
名
は
弥

四
十
二
歳
に
剃
髪
染
衣
と
な
り
当
寺
建
立
五
十
五

歳
で
終
命
、
光
岸
出
生
等
の
儀
は
先
什
物‐
等
前
書

に
記
し
有
之
候
所
　
文
化
十
二
子
年
菜
野
関
昌
寺

譲
受
曹
洞
宗
法
地
と
致
し
度
旨
す
で
に
取
り
組
み

置
き
候
　
什
物
記
帳
関
畠
寺
切
り
崩
し
反
故
と
な

る
。
光
岸
五
十
五
歳
終
命
。」
　
　
　
　
　
　
一

と
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
●

番

坂

高

宗

（南
北

朝

頃
）

に
わ
か
ねヵ、

大
草
の
豪
族
。
南
北
朝
の
頃
、
大
河
原
か
ら
大

革
に
か
け
て
の
地
方
を
支
配
し
て
い
た
豪
族
で
、

興
国
四
２
五
年

（
〓
里
２
〓
霞
）
頃
か
ら
三
国
に

わ
た
っ
て
宗
良
親
王

（別
項
）
を
こ
の
地
に
迎
え

一
族
と
共
に
奉
仕
し
た
ｏ
高
宗
等
の
忠
節
に
つ
い

て
は
親
工
の
歌
集

「李
花
集
」
に
一記
さ
れ
て
い
る

が
、
同
地
方
に
は
遺
跡
や
伝
薫
も
．残
っ
て
い
る
。

香
坂
氏
は
佐
久
の
香
坂
氏
の
分
流
と
い
わ
れ

る

が
い
高
宗
の
系
譜
に
う
い
て
は
不
朗
で
あ
る
。
高

宗
の
後
裔
で
あ
ろ
う
か
、
番
坂
左
馬
助
入
道
宗
継

は
大
塔
合
戦
で
小
笠
原
氏

と
戦

い
ぃ
そ
の
果
は

子
息
刑
部
少
輔
に
遺
跡
を
譲
っ
て
高
野
山
に
入
っ

た
と
い
う

（
大
塔
物
語
￥
．
そ
の
後
の
香
坂
氏

に

関
し
て
は
、
高
坂
文
書
に
香
坂
宗

た
ね

（永
事

四
）「
諏
訪
御
符
礼
之
古
書
に
、
大
革
香
坂

左
衛

潤
有
宗

（寛
正
ｔ
）
。
時
入
道
沙
弥
昌
広

（文
明

十
四
）
等
が
み
え
る
。
武
田
時
代
に
な
る
と
円
福

寺
文
書
に
香
坂
右
近
助

（天
正
九
）
、
高
坂
文
書

に
大
革
休
斎

（
別
項
）

（天
正
十
か
）
等
が
み
え

る
。
休
斎
は
中
沢
衆
を
支
配
し
て
い
た
が
天
二
十

年

全
責
こ

の
武
鵬
氏
や
織
面
氏
の
相
次
で
滅

亡
の
動
乱
の
中
で
家
康
配
下
の
下
条
氏
に
動
い
た

り
、
北
条
氏
に
動
い
た
り
し
て
い
る
が
そ
の
販
末

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

高

坂

應

平

食
會

一―
憂

じ
　
れ
”
へさ
い

県
会
議
員
。
明
治
二
十
六
年
徳
風
の
長
男
と
し

て
南
向
村

（現
中
川
村
）
大
革
に
生
れ
た
。
祖
父
一

謙
輔

（
別
項
）
は
、
明
治
初
年
戸
長
役
場
時
代

に
自
治
制
準
備
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
遠
山
英

一
（別
項
）
に
師
事
し
て
国
風
の
和
歌
を
よ
く
し

た
。
父
徳
風
は
村
長
退
任
後
、
高
坂
家
歴
代
の
事

猿
、
特
に
天
正
年
間
北
条
氏
直
か
ら
大
革
庄
三
郎

入
道
休
斎
に
あ
て
た
忠
信
感
悦
の
書
状
や
、
大
革

体
猫
家
中
衆
十
五
士
の
起
請
文
等
の
研
究
を
郷

土
史
家
市
村
成
人
の
考
証
を
得
て
整
理
す
る
な
ど

し
た
。
彼
も
父
社
の
血
を
車
け
て
飯
田
中
学

。
上
回
蚕

糸
専
門
学
校
卒
業
後
村
政
に
携
わ
り
、
昭
和
四
、

八
、
十
二
年
の
三
期
に
亘
り
十
二
ケ
年
を
村
議
と

し
て
活
躍
し
、
昭
和
五
年
県
議
と
な
り
、
以
来
終

戦
前
南
向
村
助
役
就
任
に
至
る
ま
で
、
引
続
き
県

政
に
参
与
し
，，、九

昭
和
六
年
坂
戸
橋
架
橋
が
県
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
同
七
年
二
月
か
ら
県
の
直

営
工
事
と
し
て
起
工
さ
れ
、
理
八
年
二
月
長
さ
七

十
七
メ
ー
ト
ル
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
が
完

工
し
た
の
は
彼
の
力
に
負
う
所
が
多
い
と
し
て
、

こ
の
地
の
人
々
は
こ
の
橋
を
応
平
橋
と
も
よ
ん
で

い
る
。

昭
和
十
五
年
県
が
蚕
糸
業
改
良
の
た
め
、
台
湾

新
竹
州
竹
南
郡
に
原
蚕
籠
飼
育
場
を
設
置
し
た
時

技
術
面
の
指
導
と
助
成
に
当
っ
た
の
は
、
平
国
蚕

糸
課
長
と
高
阪
県
参
事
会
員
の
肝
煎
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
昭
和
〓
十
九
年
二
月
六
十

一
歳
を
以

て
歿
し
た
。

高

坂

謙

輔

含
倉

―
≡

８
　
に
蒻
燿
けヵ，

明
治
の
歌
人
“
弘
化
元
年
源
五
郎
由
随
の
長
男

と
し
て
大
草
村

（現
中
川
村
）
沖
則

（御
北
）
に

生
れ
、
幼
名
を
時
松
、
字
は
宗
礼
、
通
称
は
謙
輔
．

と
い
っ
た
。
明
治
五
年
ま
で
大
草
古
料
の
名
主
を

動
め
、
明
治
十
六
年
最
初
の
村
会
議
員
を

一
期
勤

め
た
が
、
そ
の
後
は
専
ら
家
を
治
め
傍
遠
山
共

一
（
別
項
）
に
爾
事
し
て
和
歌
を
詠
じ
い
交
わ
り

は
親
密
で
英

一
帰
省
の
際
は
必
ず
高
坂
家
を
訪
れ

歓
談
に
夜
を
更
か
し
た
と
い
う
。

明
治
三
十
四
年

（
一き
じ

六
月
官
中
月
次
歌
会

に
察
良
親
工

（別
猥
）
を
題
に
詠
進
し
た
宮
中
奉

仕
者
川
十
七
人
の
和
歌
の
短
冊
を
大
河
原
釜
沢
の

宗
良
親
一上
国
に
奉
献
し
た
が
、
そ
の
使
者
と
し
て

遠
山
万
弥
、
宮
沢
普
山
と
共
に
こ
れ
に
当
り
、
且

つ
自
ら
も
乞
う
て
同
じ
く
四
十
八
葉
を
帳
に
収
め

至
誠
帖
と
称
し
て
今
も
同
家
に
残
っ
て
い
る
。
大

「上伊那郡誌」



澪

〓

」″
”

籍

屋
敷
に
付
離
す
る
性
■
の
■
構
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
出
■
織
物
の
多
事
た
た
ち

に
、
減
島
氏

一
族
の
中
で
も
、
か
な
り
の
地
位
を
占
”
４
武
十
の
屋
牧
が
．
Ｉ
く
に
在

っ
た
こ
と
を
，共
付
け
る
に
十
分
せ
、
■
に
、
将
来
の
周
辺
調
査
に
期
待
が
持
た
れ
る
■

要
な
場
所
Ｌ
言
う
■
と
が
で
き
る
。

岩
円
氏

の
　
山石
問
城
と
呼
ば
れ
て
い
る
一
■
は
、
中
世
の
城
と
い
う
よ
り
は
、
片

屋
　
　
牧
　
価
氏
の
支
族
¨
＝
――‐ｉｌ
■
が
、
日
常
生
活
を
送
っ
た
屋
敷
の
性
格
が
強

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
■
掘
調
査
の
結
果
、
台
地
を
前
北
に
横
断
す
る
颯
が
確
認
さ

れ
、
＝
の
西
側
に
方
形
の
り
賞
か
●
か
所
、
だ
円
形
の
呼
穴
が

一
か
，
と
、
小
呼
Ａ
や

‐―――…
六
な
〓
が
■
■
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
■
構
は
、
■
量
に
付
随
し
た
貯
成
施
設
や
＝

‐ＩＩ′…
■

‐ソ＞
仕
物
の
跡
し
考
え
ら
れ
る
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

出
■
し
た
陶
”
器
か
ら
、
■
■
■
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
載
同
時
代
ま
で
の
た
い
間
、

生
活
が
営
■
れ
／ｔｉ
ｌ
サー‥‐
ル
れ
ら
．
出
■
し
た
遺
物
ノ，‐，
ら
、
施
■
の
多
く
は
す
町
時
代
か
戦
田
時
代
“
■
の
と
孝
え
ら
れ
る
．

日
甘

利

の
　

Ｈ
■
■
の
大
ｔ
川
に
向
か
っ
て
、
―――
‐
１

へ
級
や
か
に
傾
斜
し
た
０
′―す
壇
１１１
の
台
地
の
先
端
部
の

一
山
か
い
は
、
中
国
製

だ
　
　
　
喘
　

・“
青
磁
や
白
“
■
が
出
■
し
て
い
る
．
＝
口
め
状
況
な
●
■
今

′――
せ
て
、
１
こ
に
、
中
世
の
名
■
や
武
■
ク
ラ
ス
の

摯
敷
が
あ

「
た
■
●
が
考
え
ら
れ
る
．

由
北
朝
ｌｌｉ
■
の
伊
那
ヽ
■
、
政
治
支
配
の
――
で
は
、
山
朝
力
Ｌ
ＩＩＩ
朝
方
に
分
か
，１１
て
い
た
。
竜
西
地
域
の
北
朝
方
に
対
し
て
、
竜
中

力
大
‥‥――‥
郷
ぃ
ｒ
坂
氏
は
、
知
■
式
Ｌ
共
に
、
＝
継
ｔ
ｉ
ｌｌ
ム
膚
朝
方
“
中
心
人
物
●

′
―，，
‐‐
　
，‐‐‥
良
＝
■
を
助
け
て
■
性
し
た
。

日
常
利
は
、
大
河
リ１１
城
―
‐‥
”
■
政
氏
ｔ
ｔ
関
係
が
４
」

‐‐１
●
わ
れ
、
七
中
地
域
の
政
治

・
“
済

，
文
化
間
の
中
で
一
竜
西
の
飯
島
郷

■
は
，
■
４
＝
た
が
劇
■
れ
ｉ
き
た
ぃ
―
ケ
ー
、́
■
の
＝
”
に
つ
「
で
■
、
占
！
■
や
■
＝
も
少
な
く
、
下
明
な
点
―
多

い
。

ム
の
屋
敷
が
、
■
め
ま
ま
Ｉ
ｔ
ｉ

ヽ
い
が
、
敷
地
の
規
出
を
■
え
る

地

”

め

鵡

Ｉ
性
”
■
■
■
■
べ
て
，
た
．
〓

′―Ｉ
Ｌ
ｔ，，
■
‐―――
性
た
Ｌ
で
、
■
〓
川
よ
れ
た
■
屋

Ｉ
詢
職
ム
の
■
一＝
や
、
■
人
や
所
Ｆ

‐―‐
』
「
上
―‐―
の
小
に
の
構
成
が
浮
か
び

‐
１‥‥
が

，
■
、
中
世
Ｌ
お
１１１
も

一
般
的
十
１１１‐，
熊
●
ム

，
ル
ーー
■
え
∴
れ
１́，
。

■
に
■
は
た
ヽ
「
か
の
例
は
　
名
●
，
′
＾
＝
Ｌ
■
ル
い
．
餃
膚
郷
で
言

，
ば
、
漱
出
氏

一
枚
に
‐，‐
Ｆ
し
た
ｒ
”
■
ＩＩ
■
■
の
が
枷
一１１１
で
あ
る
。
こ
れ

∴
“
―
ら
か
ら
・１１‐
頭
館
キ
■
↑
■
■
Ｌ
＝
　
―‐―
お
，
‐―――
が
あ
る
。
郷
の
主
で

あ
る
壇
頭
の
館
は
、
も
ぅ　
‐―‥中
＝
一●
た
‐‐１１
牧
の
＝
成
を
持
っ
て
い
た
も
の
と

思
１，
れ
る
か
ら
で
“
４
．

無
■
時
に
か
ら
‐ｌｌ
■
朝
時
代
は
、
厳

‐
１１１，
■
”
抵
賜
に
よ
り
、
西
■
■
が

徐
く
に
■
性
を
■
大
し
て
い
「
■
時
期
≡
あ
る
．
販
鳥
氏
に
ｔ
っ
て
は
、
十

は
精
神
的
な
よ
り
●
こ
，′，
ｆ
あ
４
■
＝
■
な
く
、
＝
外
的
に
も
薫
要
な
も
”

ｔ
あ
一
た
´
―
た
が
一
Ｉ
、
結
‐
■
は
　
地
理
的
に
ち
Ｉ
い
距
離
に
，
る
こ

―
か
■
，
■
お
「
た
■
■
ス
●

′―１
４
．
二
の

‐―ｌｉ
ｔ
か
ら
す
れ
ば
、
館
”
場
所

は
、
西
１‐―‐１
■
い
●
く
へ
求
●
■
■
―‐
●
―――
●
■
あ
る
。
ま
た
、
減

，
１１１１
家
の
古

い
■
１‐，
●
こ
―，ｉ
‐１１１‐
′１，
■
Ｌ
か
二
、
必
■
的
に
西
＝
■
の
南
に
麟
，
し
た
　
―

一
■
」
地
＝
か
、
■

一
●
柚
〓
●
イ
■
ド
ら
れ
４
「
た
だ

「城
一
＝
籍
に
つ
　
‐
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林 1弯議入登
寺誇〆T卦ミ

中養I魯轟
神畠
」
「鶴み、

か
わ
い
て
響
ま
す
火

の
元
は
安
全
で
す
か

冬
は
火
気
の
取
扱
が
多
く
な
る
の
で

外

冗
に
は
注
意
に
注
意
を
重
ね
て
く
だ

さ
い
。
特
に
今
年
ほ
雪
が
降
ら
ず
空
気

が
乾
い
て
い
る
の
で
山
仕
事
で
山
火
事

を
だ
さ
な
い
よ
う
に
、
中
＝
村
も
簑
火

災
三
年
に
な
る
が
更
に
こ
の
年
理
を
の

ば
し
た
い
。

記
惑
品
に
は
男
な
性
、
女
は
名
を
刻

ん
だ
認
印
を
配
つ
た
。
こ
れ
は
当
日
の

欠
席
者
に
は
直
接
公
多
館
か
ら
送
付
じ

た
。該

当
者
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
こ
れ

ら
の
諸
彗
の
前
途
を
対
を
あ
げ
て
観
福

し
た
い
。
南

向
一
地

区

男
八
三
　
女
七
〓
　
討

一
五
六

飯

　

沼

入
　
圏
　
護

　
　

富
下
あ
き
よ

唐
【
　
博
夫
　

　

倉
沢
　
義

一

富
下
　
湾
人

　
　

松
本
志
津
子

松
下
美
智
子
西

丸

尾

深
沢
　
蒙
華

申

　

林

富
島

義
昭
　
　
寺
平

宗

一

北

　

林

後
　
藤
　
稔
　
薮
原
全
い
沢
）
と
く
よ

吉
択

仄
膠
藤

山

方

小
試
・　
鍵
男
　
　
　
小
林
　
著
夫

宮
本
と
し
み
　
　
　
梶
間
　
功

一

中
期
　
邦
男
　
　
　
凝
崎
魯
久
美

鹿

　

養

場

沢
　
恒
　
　
　
湯
沢
千
寿
留

西

　
′

平
沢
　
節
子

　

　

来
山
紀
妻
子

初
隔
　
久
美

　

　

菫
沢
　
一
八

蜂

松
崎
み
つ
ゑ
滝
　
　
沢

小
　
倉
　
幡

　

　

瀧
脇
　
弘
子

小
沢
　
正
司
　
　
　
宮
下
　
和
子

洞

久
保
沢
春
美
一　
　
　
荒

沢
　
治

岩
本
　
幸
子
　
　
　
松
沢
ゆ
き
子

露
水
あ
つ
み
　
　

松
沢
さ
ち
子

村

小
機
　

一典

　

　

荒
尾
　
静
番

荻
　
原

徹
　
　
　
坂
本
　
貞
子

白
択
ふ
じ
子
四
　
　
徳

1960年   2湾 15日 第5号

瞼
芍
骰
晰
強
烈

こ
と
し

は
男
贈

伊
東
中
条

女

知
名

尾自
沢
　
文
雄

宮

師

明

飯
烏

紀
子

“賀
須
野
　
市

浙
井
千
萎
子

下
沢
と
み
子

富
時
　
節
子

平
中
川
　
智
内

上荒
井
カ
ズ

エ

猥米
国
　
直
人

桃
沢
　
彰
人

桃
沢
ゆ
う
子

桃
沢
つ
量
子

奥永
響
　
凱
子

松
ド
　
一度
江

轟池
楊
　
書
技

波
灘
た
か
子

銚
沢
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大 革 滅 量

大
革
に
あ
る
。
西
は
深
沢
出
に
亀
み

の
形
五
は
商
北
朝
時
代
の
も
の
と
い
わ

南
北
鐘
深
く
切
れ
て
漢
谷
と
な
り
　
東

れ
て
い
る
ｐ

方
は
二
条
の
堀
切
り
で
し
や
断
さ
れ
て
　
大
革
は
南
北
朝
時
代
に
は
特
に
大
河

い
る
。
本
九
は
三
十
間
黎
方
、
そ
の
南

原
の
南
朝
万
と
関
係
の
深
か
つ
た
所
で

に
帯
郭
が
あ
り
、
北
万
に

一
段
鈍
く
〓

ぁ
る
か
ら
、
香
坂
氏
の
拠
つ
た
城
で
、

の
丸
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
後
そ
の
子
孫
高
坂
氏
の
城
地
だ
つ
た

小
減
で
は
あ
る
が
要
諄
の
地
で
、
築

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

数
年
代
や
簗
城
者
は
わ
か
い
な
い
が
城
　
　
　
　
　
（高
台
平
地
が
な
丸
豚
）
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